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　広報やちよが初めて発行されたのは、八千代町当時の昭和��年�月のこと。当
初は不定期発行、昭和��年�月号からは定期発行となり、今回、����号を迎える
ことができました。発行当時の人口は�万�����人。現在は、およそ��倍の��万人�
余りとなり、この��年間、広報やちよは八千代の姿を伝え続けてきました。この
間、皆さんに親しまれる広報を目指し、広報紙のサイズやロゴ、紙面構成などを
変えながら発行してきました。今後も市と市民の皆さんの架け橋となれるよう、
「分かりやすく、親しみやすい紙面づくり」を目指し、新たな歴史を刻み続けてま
いります。　※�・�ページで広報やちよ1000号の歩みについて紹介しています
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子
育
て
応
援
特
別
手
当
を
支
給
し
ま
す

　

市
で
は
、
国
の
経
済
危
機
対
策
に
基
づ
き
、
子
育
て
応
援
特
別
手
当
を

支
給
し
ま
す
。
該
当
す
る
人
に
は
、　

月
中
旬
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。

��

※
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

▼
支
給
条
件　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
世
帯
主
。
た
だ
し
、
外
国

人
は
在
留
の
資
格
及
び
期
限
に
よ
り
、支
給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
被
害
者
で
住
所
変
更
の
届
け
出
を
し
て
い

な
い
人
は
子
育
て
応
援
特
別
手
当
担
当
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
①　

年　
��

��

月�
日
に
お
い
て
、
本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
、
ま
た
は
外
国

人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と　

②　

年�
月�
日
か
ら　

年�

��

��

月�
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
と
同
居
し
て
い
る
こ
と　

▼
支
給
額　

②
に

該
当
す
る
子
ど
も
一
人
に
つ
き�
万����
円　

▼
問
い
合
わ
せ　

子

育
て
応
援
特
別
手
当
担
当�
（���
）����
／
直
通

【
ご
注
意
】子
育
て
応
援
特
別
手
当
に
関
し
て
、
手
数
料
の
請
求
や
、
Ａ
Ｔ

Ｍ
の
操
作
を
依
頼
す
る
こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
振
り
込
め
詐
欺

に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

主な内容  ページ
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広
報
や
ち
よ�
�
�
�
号
記
念

　
　
　

展
示
会
と
施
設
見
学
会
を
開
催

■
広
報
や
ち
よ����
号
記
念
展
示
会
「
町
か
ら
街
へ
、
半
世
紀
の
ア

ル
バ
ム
」　

過
去
の
広
報
紙
や
当
時
の
撮
影
機
材
、
パ
ネ
ル
の
展
示
な
ど
。

　

日
・　

日
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え
い
た
だ
い
た
各
日
先
着　

人
に
は
、

��

��

��

森
昌
子
さ
ん
が
歌
う
市
制　

周
年
記
念「
や

��

ち
よ
ふ
る
さ
と
音
頭
」
の
当
時
の
レ
コ
ー

ド（
ド
ー
ナ
ツ
盤
）を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

▼
期
間　
　

月　

日�
〜　

日�
午
前�

��

��

��

時
〜
午
後�
時　

分
／
月
曜
日
休
館　

��

▼
場
所　

郷
土
博
物
館

■
八
千
代
を
知
る
施
設
見
学
会　

市
内
の
公
共
施
設
、
民
間
施
設
、
史
跡
・

旧
跡
を
見
学
し
ま
す
。
コ
ー
ス
は
次
の�
つ
で
す
。
①
公
共
施
設
見
学
コ

ー
ス「
八
千
代
市
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？
」…
ふ
る
さ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や

清
掃
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
見
学　

②
史
跡
・
旧
跡
見
学
コ
ー
ス「
新
川
の
歴
史

を
訪
ね
て
」
…
新
川
掘
割
工
事
跡
や
大
和
田
排
水
機
場
を
見
学　

③
民
間

施
設
見
学
コ
ー
ス「
市
内
の
企
業
を
見
学
」…
京
成
バ
ラ
園
、
東
洋
佐
々
木

ガ
ラ
ス
を
見
学
。
各
コ
ー
ス
抽
選　

人
。
▼
日
時
／
集
合
場
所　

①　

月

��

��

�
日�
　

②　

月�
日�
　

③　

月　

日�
　

い
ず
れ
も
市
役
所
集
合
。

��

��

��

午
後�
時　

分
出
発
、
午
後�
時　

分
解
散
予
定　

▼
費
用　

保
険
代　

��

��

��

円
。
③
は
別
途
バ
ラ
園
入
場
料���
円　

▼
申
し
込
み　

往
復
は
が
き

に
希
望
コ
ー
ス
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
返
信
先
を
書
き
、

　

月　

日�
（
消
印
有
効
）ま
で
に
〒���

－����
市
役
所
広
報
広

��

��

聴
課
へ
郵
送
。
申
し
込
み
は
、
は
が
き�
枚
に
つ
き�
人
ま
で
。
重
複
し

た
コ
ー
ス
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。�

　
（
広
報
広
聴
課
）
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　平成��年第�回定例市議会の結果
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　��年第�回定例市議会が�月�日から�月��
日まで行われました。
市が提案した、一般会計補正予算案など��案件
は、原案通り可決されました。

【問い合わせ】予算案は財政課、そのほかは総務課���������（代表）へ　

◆��年度八千代市一般会計補正予算（第�号）
　歳入歳出それぞれ23億5,600万１千円を追加
し、総額が489億6,500万１千円となりました。
◆��年度八千代市国民健康保険事業特別会計補
正予算（第�号）
　歳入歳出それぞれ３億3,057万３千円を追加し、 
総額が165億5,796万円となりました。
◆��年度八千代市老人保健特別会計補正予算
（第�号）
　歳入歳出それぞれ2,761万９千円を追加し、総 
額が3,443万６千円となりました。
◆��年度八千代市介護保険事業特別会計補正予
算（第�号）
　歳入歳出それぞれ１億1,250万３千円を追加し、 
総額が67億5,175万９千円となりました。
◆��年度八千代市後期高齢者医療特別会計補正
予算（第�号）
　歳入歳出それぞれ721万２千円を追加し、総額 
が12億4,719万円となりました。

教
育
委
員
会
委
員
長
に
伊
藤
道
子
さ
ん

新
教
育
委
員
に
永
野
良
一
さ
ん

�������

�����

◆八千代市国民健康保険条例の一部を改正する
条例の制定について
　21年10月から平成23年３月までの間の出産 
に係る出産育児一時金の支給額についての特例
を定めるため、条例を改正。

�����

◆財産の取得について
　八千代市営霊園合葬式墓地納骨壇を、株式会
社トップスから取得。
◆決算認定について
　20年度八千代市一般会計・特別会計決算が認

定されました。
◆事業会計決算認定について
　20年度八千代市水道事業会計・公共下水道事
業会計決算が認定されました。
◆教育委員会委員の任命について
　21年９月30日付けで教育委員会委員が任期満 
了となることに伴い、新たに 永  野  良  一 さんを任

なが の りょう いち

命することが同意されました。
◆人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
について
　21年12月31日付けで任期満了の 鍋  倉  節  子 さん 

なべ くら せつ こ

が、引き続き人権擁護委員に適任とされました。

�������

■県立八千代東高等学校野球部の甲子園出場に
ついて
　７月26日に行われました、第91回全国高校野
球選手権千葉大会決勝において、八千代東高等学
校は拓殖大学紅陵高等学校を５対４で破り、初優勝 
を果たしました。本市からは、八千代松陰高等学校 
以来11年ぶりの甲子園出場となり、翌27日には、 
八千代東高等学校の選手たちが優勝報告に市役所
を訪れ、｢甲子園では自分たちの野球をしたい｣｢千 
葉県代表として頑張ります｣と抱負を語ってくれ 
ました。選手たちの甲子園での活躍を期待し、
市民の皆様とともに地域一丸となって応援する
ため、市から300万円の補助金交付のほか「祝甲 
子園出場」の市役所庁舎での懸垂幕や市内３か
所の横断幕の設置、ホームページでの「甲子園
出場八千代東高校情報」の掲載を行いました。
またペットボトル｢八千代の水｣を1,500本提供し 
ました｡
　甲子園では、８月８日の大会初日第三試合で愛 
媛県代表の県立西条高等学校と対戦し、持ち前の 
粘り強さを発揮しましたが、２対３で惜敗しま
した。八千代東高等学校の県大会優勝と甲子園
での健闘を大いに 讃 えたいと思います。

たた

■第��回国民体育大会リハーサル大会として行
われた「第��回男子・第��回女子全日本教員バ
スケットボール選手権大会�の実施状況について 

８月６日から９日までの４日間の会期で、船橋
市で男子教員大会が、本市では女子教員大会が
開催されました。女子教員大会は、北は北海道
から南は熊本県までの全国24チームの参加で市 
民体育館を本会場として実施されました。
　参加者数は、選手及び監督を含めて408名また、 
大会期間中の観客数は約700名でした。
　大会結果は、個人技と組織力にすぐれた千葉県 
女子教員Ａチームが優勝し、この大会４連覇を成 
し遂げました。準優勝は熊本県女子教員チーム、 
３位は東京都女子教員チームと千葉県女子教員
Ｂチームがそれぞれ入賞しました。大会は事故も 
なく無事終了することができました。審判員など 
の競技役員や高校生を中心とした競技補助員、ま 
た、市民ボランティアなど、多くの関係者の皆様 
にご協力いただきました。お礼申し上げます。
　なお、ウェイトリフティング競技のリハーサ
ル大会が、11月21日から23日の３日間、県立八
千代高等学校を本会場として開催されることにな 
っています。
■台風�号に伴う�月��日の大雨について
　今回被災されました方々にお見舞い申し上げ
ます。今回の台風９号に伴う８月10日の大雨は 
総雨量124.5㎜、最大時間雨量38㎜を観測する
など短時間に集中し、床上浸水７件、床下浸水
３件、道路冠水90件等の被害をもたらしました。
　市の対応は、８月10日７時38分、千葉県東葛
飾区域に大雨・洪水警報が発令されたことから、
７時45分、総合防災課職員が参集し、警戒にあ
たりました。その後、消防本部、都市整備部及
び上下水道局において、本件に対する職員配備
を行い応急活動を開始し、９時45分より水防体
制会議を開催し、注意配備体制による対応とし
ました。さらに13時45分、注意配備体制を風 
水害対応第２配備体制に変更して活動を強化し、 
各関係機関と連携を密にし、対応にあたりまし
た。また、床上浸水等の被害に対応するために、
15時45分、第１回「風水害等対応第２配備体 
制会議」を開催し、被災者への支援、避難所の
設置、土砂災害警戒情報の対応、夜間職員対応

に
記
入
。
＊
応
募
書
類
は
非
公
開
で
返
却
し
ま
せ
ん　

▼
応
募
先
・
問
い
合
わ 

せ　

〒
２
７
６－

０
０
３
６
高
津
７
３
８－

５　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
高
津
調

理
場�
（
４
５
０
）７
０
５
７　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

takacyouri@
city.yachiy

o.chiba.jp

　
（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
高
津
調
理
場
）

出
産
育
児
一
時
金
の
直
接
支
払
制
度
が
始
ま
り
ま
す

　
　

月
１
日
か
ら
平
成　

年
３
月　

日
ま
で
に
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が 

10

23

31

出
産
す
る
場
合
、経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、安
心
し
て
出
産
で
き
る
よ
う
に
出
産

育
児
一
時
金
の
支
給
額
が
４
万
円
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
改
正
に
よ
り
、

支
給
額
は
現
行
の　

万
円
か
ら　

万
に
な
り
、　

年
１
月
か
ら
始
ま
っ
た 

35

39

21

「
産
科
医
療
保
障
制
度
」
を
含
め
た
出
産
育
児
一
時
金
は
、
現
行
の　

万
円
か 

38

ら　

万
円
に
な
り
ま
す
。

42

　

ま
た
、
同
時
に
こ
の
出
産
育
児
一
時
金
は
、
原
則　

万
円
の
範
囲
内
で
、
出

42

産
費
用
と
し
て
病
院
か
ら
国
民
健
康
保
険
に
請
求
さ
れ
、
直
接
病
院
に
支
払
わ

れ
る
仕
組
み
に
変
わ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
今
後
多
額
の
出
産
費
用
を
事
前
に

用
意
し
な
く
て
す
み
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
病
院
の
窓
口
で
こ
の
制
度
を
利

用
す
る
こ
と
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。な
お
、病
院
が
国
民
健
康
保
険
に
請
求
す

る
出
産
費
用
が
出
産
育
児
一
時
金
の
額
（　

万
円
ま
た
は
、
産
科
医
療
保
障
制

39

度
を
含
む
場
合
は　

万
円
）
に
満
た
な
い
場
合
は
、
差
額
が
本
人
に
支
払
わ
れ

42

ま
す
の
で
必
要
書
類（
※
）を
持
参
し
、
国
保
年
金
課
の
窓
口
で
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
直
接
支
払
制
度
を
利
用
し
な
い
で
、
出
産
育
児
一
時
金

の
受
け
取
り
を
希
望
す
る
人
は
、
そ
の
旨
を
病
院
に
伝
え
た
う
え
、
必
要
書
類

を
持
参
し
、
国
保
年
金
課
の
窓
口
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

※
必
要
書
類
…
①
出
産
費
用
支
払
い
の
領
収
・
明
細
書　

②
母
子
健
康
手
帳 

（
出
産
証
明
の
あ
る
も
の
）③
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証 

（
国
保
年
金
課
）

　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
９

月
議
会
で
同
意
を
得
ま
し
た
永
野
良
一
さ
ん
が

　

月
１
日
に
新
教
育
委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

10
　

ま
た
、　

月
１
日
の
臨
時
教
育
委
員
会
で
、

10

教
育
委
員
会
委
員
長
に
伊
藤
道
子
さ
ん
が
選
ば

れ
、
同
職
務
代
理
者
に
川
島
慎
一
さ
ん
が
決
ま

り
ま
し
た
。　

　

永
野
さ
ん
は
、
千
葉
県
立
八
千
代
高
等
学
校

他
４
校
の
教
諭
、
県
立
安
孫
子
高
等
学
校
他
１

校
の
教
頭
を
経
て
県
立
野
田
高
等
学
校
校
長
を

歴
任
し
ま
し
た
。 

　
（
教
育
総
務
課
）

永野良一さん 伊藤道子さん
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学
校
給
食
の
円
滑
な
運
営
等
を
図
る
た
め
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

▼
応
募
資
格　

応
募
日
現
在
で　

歳
以
上　

歳
未
満
で
市
内
在
住
者
、
学
校

20

70

給
食
に
関
心
が
高
く
年
２
回
の
会
議（
平
日
の
昼
間
）に
出
席
で
き
る
人　

▼
任

期　
　

年
２
月
か
ら
２
年　

▼
募
集
人
員　

３
名　

▼
報
酬　

１
回
７
０
０
０

22

円　

▼
選
考
方
法　

書
類
選
考　

▼
応
募
方
法　

次
の
書
類
を
メ
ー
ル
ま
た
は

郵
送
で　

月　

日�
必
着
。
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
年
齢
・
性
別
・
電
話

11

30

番
号
・
職
業
を
書
い
た
用
紙
（
Ａ
４
サ
イ
ズ
で
書
式
は
自
由
）
と
作
文
「
学
校

給
食
に
つ
い
て
」（
①
学
校
給
食
に
思
う
こ
と　

②
応
募
の
動
機
に
つ
い
て　
 

③
運
営
委
員
会
で
提
言
し
た
い
こ
と
）
を
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
２
枚
程
度

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
委
員
を
募
集

等について決定し、対応しました。
　なお、早朝からの対応は、要請による土のうの 
設置や通行止め等の交通規制、さらには浸水し
ている車両からの救出などです。後日、浸水家
屋には、廃棄物の処理並びに消毒を行いました。
　今回の対応には、地域自治会や建設業協会等
のご協力をいただき、けが人等の人的被害を出
すことなく対処することができました。
関係各位には厚くお礼申し上げます。
　なお、今回の大雨は、これまでになく短時間に
集中したことが床上浸水等の被害をもたらしま
した。今後はこれらの予防対策、減災について、
さらなる対策の強化を図りたいと考えています。
■第��回八千代ふるさと親子祭について
　八千代ふるさと親子祭は、今年で35回目を迎
えました。市内約70団体で構成する「八千代ふ
るさと親子祭実行委員会」が主催者となり、毎
年、市民の手づくりによる祭りとして、多くの
市民の皆様からのご協力やご協賛をいただいて
います。８月22日の花火大会をはじめ、様々 
なイベントが行われ、当日の来場者は昨年より
３万５千人多い約20万５千人でした。
　今年は天気にも恵まれ、花火大会では夜空に
広がる大輪の花に、来場者からは大きな歓声が
上がり、大変な盛況でした。昼の催事では、地
元八千代をもっと知ってもらおうと、八千代市
にちなんだ問題で構成された「八千代ふるさと
☆ウルトラクイズ」が初めて行われました。
　安全対策の面では、祭りの共催者として、主
に会場周辺の警備等に、職員151名を配置し、万 
全を期しました。翌23日の早朝には、昨年に 
引き続き「ゴミ減量でクリーンな祭」をスロー
ガンに、会場周辺の一斉清掃を行いました。市
民ボランティア402名、市職員348名の計750名
が参加しました｡ゴミ全体量は11,240㎏で、来場
者が増加したことにより、昨年に比べ1,430㎏増
えていますが、一人あたりに換算すると若干、減
量しています。ボランティア清掃に参加された
皆さんに感謝申しあげます。
　さらに、23日の日曜日には、勝田台駅前商店
街のみずき通りを祭会場とした「2009年サマー
フェスタIN勝田台」が開催されました。ダンシ
ングフェスティバルや民謡おどりパレードなど
が行われ、約３万人の来場者で賑わいました。
　このように、今年のふるさと親子祭りは事故
もなく、無事に終了することができました。改
めてご協力をいただきました関係者の皆様に心
より感謝申し上げます。
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　市では、第�次総合計画の諸施策を効果的に
推進していくために、行政運営における公正の
確保と、透明性の向上をめざした行政評価シス
テムの構築とその実践に取り組んでいます。
　ここでは、システムのあらましと今年度の事
務事業評価結果の概要をお知らせします。

●行政評価システムの目的
①限りある行政資源の効率的･有効な配分の実現
②職員の意識改革の実現
③評価結果の公表による行政の説明責任の履行
④新たな行政経営システムの確立
●行政評価システムの仕組み
　行政評価システムは、行政の活動（仕事）の
目的を明確にしながら、数値などによる客観的
な指標を使って成果などを評価するものです。
行政の活動は、一般的に「政策－施策－事務事
業」の３段階に区分されます。
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���

　事務事業を対象とした評価では、各部署の業
務活動の基本単位である事務事業について、昨
年１年間を振り返り、事務事業の目的妥当性･有
効性・効率性の点から評価します。その評価結果 
をもとに課題整理を行い、改革･改善の糸口を 
見いだし、次年度の事業計画等に反映させます。

●評価体制
　行政評価を円滑かつ効果的に実施し、全庁的・
政策的な視点に立った検討を行うため、市では
「八千代市行政評価調整委員会」を設置し、行 
政評価の着実な活用を進めています。
●��年度の取り組み
　今年度の行政評価は、昨年に引き続き次の２
点を活用方針として取り組んできました。
　１点目は“施策目的を意識した評価”として、
上位施策の目的を達成するために実施している
事務事業であるか再確認し、次期総合計画の策
定資料として活用します。２点目は“改革・改
善型の評価”として、職員が成果志向やコスト
意識を高め、業務やサービスの見直しを行い、
事業の改革・改善策を予算要求等へ反映すること 
により、限られた財源をより効率的に活用します。

●評価単位事務事業の内訳
　21年度は、前年度に執行した421事務事業 
（自治事務：271件、法定受託事務：46件、 
その他：104件）を対象としました。この内、
“その他”を除いた317事務事業について分 
析・検討を行いました。
●分析・検討の視点
　事務事業評価では、事務事業の目的妥当性の
４つの視点、有効性・効率性について手段別の
６つの視点に着目し、分析・検討を行いました。
その結果は次のとおりです。

��������	


●事務事業の推進の方向性
　八千代市行政評価調整委員会では、担当部署
による評価結果を受け、全庁的な視点から今後
の方向性について判断しました。

　今後は、上記方向性に沿って事業を推進しま
す。また、この評価結果については、事務事業
の改革・改善を中心として、事業計画、予算編
成、人員配置などに活用します。

◆評価結果の詳細と全事務事業評価表は、市役
所情報公開室、図書館、市の Ｈ  Ｐ で見ることが

ホーム ページ

できます。
◆行政評価全般に関するご意見・お問い合わせ
は、総合企画課へ�（483）1151またはメール
seisaku1@city.yachiyo.chiba.jpで

合計法定受
託事務

自治
事務分析・検討の視点

５５Ⅰ上位の施策に結びつきが弱い・
ない・見直しの余地がある

目
的
妥
当
性

３３Ⅱ所期目的を達成している

１１Ⅲ民営化で目的を達成できる

５５Ⅳ「対象」・「意図」の設定に見
直しが必要

115９106Ⅴ有効性や効率性の向上の
　可能性がある

有
効
性
・
効
率
性

10０10①民間委託

有
効
性
・
効
率
性
の
向
上
手
段

11０11②臨時的任用職員等の活用

32３29③ＩＴ化等の業務プロセス
の見直し

２０２④受益者負担の見直し

８２６⑤類似事務事業の統合・役割
見直し

52４48⑥その他の手法

合計法定受
託事務

自治
事務方向性区分

111８103改革・改善して継続

65４61手法プロセスの改革・改善改
革
･
改
善
の
区
分

16０16事業規模の拡大・縮小

8２６統合・役割見直し

22２20その他

６１５廃止（事業完了を含む）

１０１休止

19937162現状のまま継続

31746271合計
� ��������������������������������������������� ����������� ����������� ����������
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●マネジメントサイクル
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八
千
代
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催

　

家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
物
品
の
再
利
用
を
目
的
に「
八
千
代
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
」
を
開
催
し
ま
す
。
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
来
場
の
際
は
な
る

べ
く
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。※
出
店
者
の
募
集
は
終
了
し
て
い
ま

す　

▼
日
時　
　

月　

日�
午
前
９
時
〜
午
後
１
時　

分　

※
雨
天
時
は
翌　

10

24

30

25

日�
に
開
催　

▼
場
所　

市
役
所
駐
車
場 

　
（
ク
リ
ー
ン
推
進
課
）

　

月　

日�
〜　

月
３
日�
　

市
民
文
化
祭
の
日
程

10

21

11

お
問
い
合
わ
せ
は
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課�
（
４
８
１
）０
３
０
５
へ

場　所内　容日　時行　事

飯綱神社境内（文化伝承館隣）
10月21日�～11月27日�午前９時～午後４時
※盆養片付けは11月18日�

菊花大会
市民会館

切花大会
11月３日�午前９時～正午

文化伝承館11月７日�正午～午後４時

県立八千代特別支援学校10月24日�午前９時30分～午後２時30分あすなろ祭

高津公民館作品発表
10月24日�午前10時～午後４時
10月25日�午前10時～午後３時高津公民館まつり

南高津小学校体育館演技発表10月25日�午後１時～午後３時

村上公民館作品発表
10月24日�午前10時～午後４時 
10月25日�午前10時～午後３時

村上公民館まつり

睦公民館作品発表10月24日�・25日�午前10時～午後４時睦公民館まつり

東京成徳大学10月24日�・25日�午前11時～午後４時東京成徳大学翠樟祭

勝田台文化センター
10月24日�～29日�午前９時30分～午後５時
※27日�は休館

市民美術展

イオン八千代緑が丘ショッピング
センター２階ローズ広場

10月30日�午後８時～10時
10月31日�午前10時～午後10時
11月１日�午前10時～午後４時

華道展

緑が丘公民館集会ホール10月31日�午後１時30分～２時30分秋の人形劇まつり

秀明大学10月31日�・11月１日�午前10時～午後５時30分秀明大学飛翔祭

文化伝承館11月１日�午前10時～午後３時市民茶会

市民会館大ホール11月１日�・３日�午前10時～午後４時（予定）市民芸能祭

央
の
各
駅
周
辺
を
自
転
車
の
放
置
禁
止
区
域
に
指
定
し
、
放
置
自
転
車
を
ほ
ば

毎
日
撤
去
し
て
い
ま
す
。

 　
「
短
い
時
間
だ
か
ら
」「
１
台
く
ら
い
な
ら
良
い
だ
ろ
う
」「
み
ん
な
置
い
て
い
る

か
ら
」
と
い
っ
た
軽
い
気
持
ち
で
放
置
し
た
自
転
車
が
、
人
の
迷
惑
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を
、
自
転
車
に
乗
る
一
人
一
人
が
認
識
し
、
放
置
自
転
車
を
な
く
し

ま
し
ょ
う
。 

　
（
交
通
安
全
対
策
課
）

市民の皆さんと共に��年。
　昭和33年に創刊された「広報やちよ」。以来51年間、市から

ここでは、当時の写真と共に、懐かしい「広
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�����
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　写真は昭和31年夏の八千代
台駅。駅前はまだ舗装されて

おらず、砂利が敷いてありました。昭和33年９
月、八千代町役場発行の「広報やちよ」は、前
年度の財政状況について特集。

　開業当時の京成勝田台駅。利用者の多くは、八千代
高校の学生でした。表紙は、勝田台団地への入居の様

子。当時の人口は、推計
で５万700人前後。

　若潮国体相撲競技が、八千代高校を舞
台に開催されました。
全国から525人のアマ
チュア力士が集結。表
紙は、 炬  火 リレーのリ

きょ か

ハーサルの様子。大和
田中学校の生徒が、村
上橋を力走しました。

　八千代台駅で電車を待
つ人たち。写真左側に停
車中の電車は、懐かしい
「赤電塗装」です。当時の
人口は、約11万2,000人
で、県内一の増加率。米本・高津団地に続き、村
上団地も建設されました。

　昭和42年１月１日に市制が
施行されました。「八千代市役
所」の看板を掲げる職員。１月
号の表紙は兼子通純市長（当
時）と広報担当職員。１月13日
には、初めての市議会議員選挙
が行われました。

�������	
　昭
和33年発行の第１号・２
号は、１部２円。翌年発行
の第３号・４号は、１部５
円。月額新聞購読料が390
円の時代ですから、高価
な物でした。
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市
北
部
、
真
木
野
・ 
神 

い
も
の 

久  
保 
に
広
が
る
自
然
豊
か
な
北
ノ
谷
津
や
、
熱
田
ケ

く 

ぼ

池
周
辺
を
、
自
然
観
察
指
導
員
と
一
緒
に
歩
き
ま
す
。
先
着　

人
。

30

　

▼
日
時　
　

月
７
日�
午
前
９
時　

分
「
学
園
台
五
丁
目
」
バ
ス
停
集
合
、

11

25

午
前　

時　

分
「
大
学
グ
ラ
ン
ド
前
」
バ
ス
停
解
散　

※
雨
天
中
止　

▼
参

11

50

加
費　
　

円
（
保
険
料
）　

▼
申
し
込
み　

電
話
で
環
境
保
全
課
へ

50

　

駅
前
な
ど
に
放
置
さ
れ
た
自
転
車
は
、高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
人
、ベ
ビ
ー

カ
ー
を
利
用
し
て
い
る
人
な
ど
の
通
行
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
の
上
に
置
か
れ
る
と
、
目
の
不
自
由
な
人
を
誘
導
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
更
に
、
道
路
上
の
放
置
自
転
車
は
、
事
故
の
原
因
に
な
り
、
救

急
車
な
ど
の
緊
急
活
動
の
障
害
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
　

月　

日�
ま
で
「
駅
前
放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
行
わ

11

30

れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
八
千
代
台
、
勝
田
台
、
八
千
代
緑
が
丘
、
八
千
代
中

　

東
葉
高
速
沿
線
約　

・
5
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
を
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

12

形
式
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
す
。
ゴ
ー
ル
地
点
は
、
京
成
バ
ラ
園
。
歩
き
終
え

た
後
、
秋
バ
ラ
を
観
賞
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
参
加
無
料
（
集
合
場
所
ま
で

の
交
通
費
、
京
成
バ
ラ
園
の
入
場
料
は
自
己
負
担
）。
事
前
申
し
込
み
不
要
、
当

日
直
接
集
合
場
所
へ
。

　

▼
日
時　
　

月
８
日�
午
前
９
時　

分
〜　

時
受
け
付
け　

※
小
雨
決
行
、

11

30

10

荒
天
中
止　

▼
集
合
場
所　

東
葉
高
速
線
船
橋
日
大
前
駅
東
口　

▼
コ
ー
ス　

船
橋
日
大
前
駅
→
坪
井
近
隣
公
園
→
八
王
子
神
社（
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
１
）→

桑
納
川
公
園
→
新
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
→
飯
綱
神
社
（
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
２
）
→
萱
田
近
隣
公
園
→
高
架
橋
沿
い
遊
歩
道
→
京
成
バ
ラ
園　

▼
問
い
合

わ
せ　

東
葉
高
速
鉄
道
総
務
部
企
画
課�
（
４
５
８
）０
０
１
８ （
総
合
企
画
課
）

　

ニ
ホ
ン
ア
カ
ガ
エ
ル
な
ど
の
生
態
に
つ
い
て
学
習
。
会
場
近
く
の
水
田
で
カ

エ
ル
な
ど
の
観
察
を
し
ま
す
。
動
き
や
す
い
服
装
、
歩
き
や
す
い
靴
（
あ
れ
ば

長
靴
）
で
ご
参
加
を
。
参
加
無
料
。
先
着　

人
。

30

　

▼
日
時　
　

月　

日�
午
前
９
時　

分
〜　

時　

分　

▼
場
所　

寺
台

10

24

30

11

30

公
会
堂　

▼
対
象　

小
学
生
以
上
の
人
。小
学
４
年
生
以
下
の
お
子
さ
ん
に
は
、

保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い　

▼
申
し
込
み　

電
話
で
環
境
保
全
課
へ

■
「
ホ
タ
ル
メ
イ
ト
」
に
な
り
ま
せ
ん
か　

ほ
た
る
の
里
づ
く
り
実
行
委
員
会

で
は
、
ほ
た
る
の
里（
米
本
）の
自
然
環
境
保
全
活
動
を
行
う
「
ホ
タ
ル
メ
イ
ト
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。一
緒
に
ホ
タ
ル
が
す
み
や
す
い
環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

年
会
費
５
０
０
円
。 

　
（
環
境
保
全
課
）

ふ
な
ば
し
・
や
ち
よ

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
ウ
ォ
ー
ク
を
開
催

ほ
た
る
の
里
学
習
会
の
参
加
者

秋
の
北
ノ
谷
津
自
然
観
察
会
の
参
加
者

な
く
そ
う
！　

駅
前
の
放
置
自
転
車
。

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
中

広報やちよ�������号の歩み
らのお知らせや、市民の皆さんの活動などを紹介してきました。
「広報やちよ」の表紙を振り返ってみました。

�����

�����

�����

　この年の４月15日、新川大橋、なかよし橋
が開通しました。表紙は、大和田駅で撮影し
た行商の人たちの様子。皆さんは千葉から東
京まで、野菜などを売りに行きます。

　造成中のゆりのき台、現在の萱田小学
校前交差点付近です。同年５月下旬から、
入居が始まりました。勝田台市民文化プ
ラザがオープンしたのもこの年。人口は
約14万4,000人になりました。

　平成10年８月、
八千代松陰高校
野球部が夏の甲
子園に出場。
　平成11年１月
１日号の表紙は、
第１回ニューリ
バーロードレー
スin八千代。

�������	
��

��　昭和33年～34年発
行のものは、Ｂ４版。そ
の後Ｂ５版→Ａ４版→菊
版に。現在の大きさ（タ
ブロイド版）になったの
は、平成９年４月です。

より正確な情報を迅速に。
身近な情報源として活用を

�������	�
�

 「広報やちよ」が発行1,000号を迎
えました。これも、紙面作りにご協
力いただいた皆さん、ご愛読いただ
いている市民の皆さんのおかげであ
ると、大変感謝しております。
　昭和33年から発行している「広報
やちよ」ですが、こうして読み返し
てみると、今も昔も、市民の皆さん
の関心事は変わらないのだな、と感
じました。例えば、選挙のこと、税
金のことなど、いずれも私たちの生
活に直結したものです。
　私自身の思い出深い記事といえば
やはり、平成15年、市長に当選し、
初めて市役所に登庁した時のもので
しょうか。大変うれしかったと同時
に、身の引き締まる思いがしました。

　また、昭和41年、まだ八千代町だっ
たころに行われた「町内一周駅伝競
走大会」の記事を見付けました。当
時、私は中学生。学校の仲間と参加
し、一生懸命走りました。記事を読
むと、当時のことが懐かしく思い出
されます。
　今後は、インターネットとの連携
も視野に入れ、更に詳しく正確な情
報を、迅速にお伝えできるよう工夫
していきます。身近な情報源として
「広報やちよ」をご活用ください。
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 市役所
 〒276－8501 大和田新田312－5
 �483－1151（代表）

����
 〒276－0042 ゆりのき台2－10
保健センター母子保健課　�486－7250 

 健康づくり課　�483－4646 

　服薬中や経過観察中の人などは、主
治医の投与許可を証明する書類が必要
です。予防接種手帳をご覧ください。
　�日時　��月�日�・�日�・��日
�受け付けは、午後�時～�時　�場
所　保健センター　�対象　生後�か
月～�歳�か月未満の子　�申し込み
電話で母子保健課へ　※新型インフル
エンザの流行状況により、当日の対応
方法が変わる場合があります。
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【ライフル射撃】
　エアーライフルは所持許可者、デ
ジタルピストルはフリー。エアーラ
イフルＰ��・Ｓ��。デジタルピストル
��。個人戦。□時 ��月��日�　□所�末広
エアーライフル射撃場　□申�電話で末
広自動車・金坂��������	へ。当日
参加もできます
【弓道】
　市内在住または在勤・在学の経験
者。�段以下・�段以上、近的・個
人戦・的中制。　□時 ��月�日��時
から　□所�市民体育館　□申�電話で落�
��������へ。当日の申し込み受付は、
午前�時までに会場へ

【ターゲットバード・ゴルフ】
　□時 ��月��日�午後�時～�時　□所�
新川浅間下スポーツ広場　□費 ���円
□申�電話で寺田���������へ

　第�期は、新しい日本脳炎のワクチ
ンの使用が認められています。第�期
は、従来の日本脳炎ワクチンを使用し
ます。次の場合などで希望する人は、
医師からワクチンの効果や副反応の説
明を受けて、接種することができます。
　①日本脳炎の流行している地域へ渡
航する人、蚊に刺されやすい地域や環
境にいるなど、感染のおそれが高い場
合②対象年齢で、保護者が特に希望す

る場合　※��月から第�期の新ワクチ
ンは、かかりつけ医が市外の場合や、
やむを得ない理由により市内で受ける
ことができない場合は、県内の市町村
でも接種できる「千葉県内定期予防接
種相互乗り入れ制度」に適用されまし
た。�対象　第�期…�歳から�歳�
か月未満、第�期…�歳以上��歳未満

�������
��

������

　��年�月�日で次の年齢の人には、
がん検診の無料クーポン券を発行して
います。次の対象者は無料です。届い
ていない人は、健康づくり課までお問
い合わせください。
●子宮頸がん検診
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●乳がん検診
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月　

日�
　

時
か
ら
、
保
品
公
会
堂
。
ス
ィ
ー
ト
エ
コ
ー
ズ
・�
惠�めぐみ

��

��

��

（���
）����

●
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
・
ゴ
ル
フ
体
験
教
室
参
加
者
募
集　

ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
で
羽
根
つ
き
の
ボ
ー
ル
を
マ
ッ
ト
か
ら
打
ち
、
洋
傘
を
逆
さ

に
し
た
よ
う
な
ホ
ー
ル
に
入
れ
る
競
技
で
す
。　

月　

日��
時　

��

��

��

分
〜　

時
、
新
川
浅
間
下
ス
ポ
ー
ツ
広
場
。���
円
。
寺
田�

��

（���
）����

●
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
教
室　

赤
い
羽
根
を
素
手
で
打
つ
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
。
初
心
者
歓
迎
、
先
着　

人
。　

月　

・　

��

��

��

��

日
、　

月�
日
・　

日
・　

日
の
い
ず
れ
も
木
曜
日�
時　

分
〜　

��

��

��

��

��

時　

分
、
市
民
体
育
館
。
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

��
号
を
記
入
し　

月　

日
ま
で
に
、
〒���－

����
大
和
田
新

��

��

田���－

��
八
千
代
市
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会
・
沓
内
芳
徳
へ
。

�
（���
）����
で
も
可
。

●
源
泉
所
得
税
事
務
集
中
処
理
セ
ン
タ
ー
の
地
域
が
拡
大　
　�
月

か
ら
県
下
の
全
税
務
署
の
納
付
照
会
は
が
き
の
発
送
や
、
は
が
き
の

未
回
答
者
へ
の
電
話
照
会
は
、
東
京
国
税
局
千
葉
源
泉
所
得
税
事
務

集
中
処
理
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
同
セ

ン
タ
ー����
（���
）����
へ

●
八
千
代
市
福
祉
作
業
所「
つ
ば
さ
ま
つ
り
」　

和
太
鼓
・
盆
踊
り
・

模
擬
店
・
豚
汁
無
料
サ
ー
ビ
ス
な
ど
。　

月�
日�
　

時
〜　

時（
雨

��

��

��

天�
日
）、米
本
団
地
の
お
祭
り
広
場
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

を
募
集　

先
着　

区
画
。　

▼
出
店
料　�
区
画
（�
ｍ
×�
ｍ
）�

��

��
円　

▼
申
し
込
み　
　

日�
ま
で
に�
（���
）����

��

田
崎
へ
（�
時
〜　

時
）

��

●
友
愛
み
ど
り
園
「
ふ
く
ろ
う
祭
り
」　

木
工
・
陶
芸
・
織
物
・
野
菜

な
ど
の
販
売
と
コ
ン
サ
ー
ト
を
予
定
。　

月　

日�
　

時　

分
〜　

��

��

��

��

��

時
、
イ
オ
ン
八
千
代
緑
が
丘
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
。
▼
問
い
合

わ
せ　

同
園�
（���
）����

●
県
立
千
葉
盲
学
校
「
千
葉
盲
祭
」　　

作
品
展
示
、
模
擬
店
や
ス
テ

ー
ジ
発
表
な
ど
。　

月　

日�
�
時　

分
〜　

時　

分
。　

▼
問
い

��

��

��

��

��

合
わ
せ　

同
校����
（���
）����

●　

年
四
市
複
合
事
務
組
合
議
会
第
２
回
臨
時
会　

特
別
養
護
老
人

21
ホ
ー
ム
三
山
園
と
馬
込
斎
場
の
管
理
・
運
営
を
行
っ
て
い
る
四
市
複

合
事
務
組
合
（
八
千
代
・
船
橋
・
習
志
野
・
鎌
ヶ
谷
）
が
開
催
。　
��

月　

日�
　

時
、
船
橋
市
役
所
。
傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
同
組
合

��

��

事
務
局�
（���
）����
へ

●
原
爆
被
爆
者
二
世
の
健
康
診
断
を
実
施　

原
爆
被
爆
者
の
実
子
で

県
内
に
住
所
が
あ
る
人
。
検
査
に
よ
っ
て
は
、
自
己
負
担
も
。
▼
実

施
期
間　
　

年�
月　

日
ま
で　

▼
申
し
込
み　
　

年�
月　

日�

��

��

��

��

ま
で
に
、
希
望
者
の
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話

番
号
と
被
爆
者
で
あ
る
親
の
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
被
爆
者
手

帳
の
番
号
を
書
き
、
封
書
で
郵
送
。
▼
申
し
込
み
先　

〒���－

����　
千
葉
市
中
央
区
市
場
町�－

�　
千
葉
県
健
康
福
祉
部

健
康
福
祉
指
導
課
援
護
恩
給
室����
（���
）����

●
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
勉
強
会　

心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
装
着
者

と
予
定
者
及
び
そ
の
家
族
。　

月　

日�
　

時
〜　

時
、
フ
ロ
ー
ラ

��

��

��

��

西
船
。　

▼
参
加
費　

����
円　

▼
申
し
込
み　

日
本
心
臓
ペ
ー�

ス
メ
ー
カ
ー
友
の
会
・
八
千
代
地
区
会
近
藤�
（���
）����

�
�
�
��
�

　市教育委員会では、学校給食センタ
ー高津調理場の移転・建設事業を推進
するにあたって、学校給食在り方検討
委員会で建設手法の検討を進めていま
す。同委員会の中で、建設手法の一つ
としてＰＦＩ方式が上げられ、その導
入の可能性についての調査を委託し、
事業実施について検討を行います。

（保健体育課）

ＰＦＩ導入可能性調査を実施

　　「それぞれの一歩のために」をテー
マに、心の病で悩む人への理解を深め
ることを目的にした、シンポジウムな

こころの健康づくりフェア

��月��日に納税相談窓口を開設
納付もできます

　事情があって未納市税を一括で納め
られない人や平日の納税相談に来られ
ない人のために、休日納税相談窓口を
開設します。
　税金を期日までに納付しない場合は、�
延滞金が加算されることがありますの
でご注意ください。
　�日時　��月��日�午前�時～午後
�時　�場所　納税課　�取扱税目　
市民税課、固定資産税課・都市計画税、
軽自動車税、法人市民税� 　（納税課）

国民年金保険料の
納め忘れはありませんか

　国民年金保険料の未納が続くと、万
が一の時に受けられる障害・遺族基礎
年金や��歳から支給される老齢基礎年
金が受けられなくなる場合があります。�
将来、年金を受給するためには��年以
上の納付など（満額受給するには��年）
が必要となります。保険料は、�年を
過ぎると時効により、納められなくな
ります。納め忘れがある人は、早めに
納めて下さい。� 　（国民年金室）

　母子保健推進員は、市からの委嘱を
受け「楽しく安心して子育てできるま
ちづくり」を目指して、市の保健師と
協力しながら活動する地域のボランテ
ィアです。生後�～�か月児のいる家
庭の訪問をはじめ、地域グループごと
の自主的な活動も行っています。�応
募資格　育児経験があり、次の地区ま
たはその周辺に住んでいる人　�①村
上・村上南・村上団地・上高野地区　
②米本・米本団地・保品地区　③八千
代台南地区　�応募方法　電話で母子
保健課��������	へ。

母子保健推進員を募集

どを開催します。当日直接会場へ。
　�日時　��月�日�午後�時��分～
�時��分（開場午後��時��分）　�場所
八千代台東南公共センター

　（障害者支援課）
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　特に表示されていないものは受講
無料です。詳しくは各主催者に問い
合わせてください。

（ ���������）�

�������
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■男性のこころと身体の健康相談
　男性やその家族を対象にした、専門
医による心身の健康に関する相談。
�日時　��月�日�午後�時～�時　
�場所　習志野健康福祉センター　
�申し込み　電話で�週間前までに地
域保健福祉課���������へ
■精神保健福祉相談
　精神疾患や心の健康についての、精
神科医による相談。①��月�日�午後
�時から八千代市障害者福祉センター
②��月��日�午後�時から習志野健康
福祉センター　�問い合わせ　地域保
健福祉課���������
■療養相談
　乳幼児を対象にした、股関節などの
整形外科医による健康相談。�日時　
��月��日�午後�時～�時��分受付　
�場所　習志野健康福祉センター　
�持ち物　母子健康手帳　�問い合わ
せ　地域保健福祉課���������
■精神科医によるメンタルヘルス講演会 
　テーマは「職場におけるメンタルヘ
ルス」職場や家庭での心の健康への対
応について　�日時　��月��日�午後
�時��分～�時��分　�場所　習志野
健康福祉センター　�講師　八千代病
院　山内直人副院長　�申し込み・問
い合わせ　当日直接会場へ。地域保健
福祉課���������　※公共交通機関を�
ご利用ください。

●ヘルシークッキング教
室・全�回（村上公民館�
485-5452）　市内在住の

成人対象。先着��人。エプロン・三角
きん・台ふきん・ふきん�枚持参。□時 
��月��日�・��日�午前��時～午後�
時　□費 �回で�����円　□申���月��日�ま�
でに直接来館か電話で。参加費は、��
日�までに同館窓口へ持参
●八千代の魅力再発見「緑が丘の今昔」
緑が丘の今・吉橋城・あばれ沼と農民の
苦しみ・全�回（緑が丘公民館�489-49 
19）　市内在住または在勤の成人。先
着��人。□時 ��月�日・��日・��日いずれ
も金曜日午後�時��分～�時��分　□申�
��月��日�から電話か直接同館窓口へ
●みんなで歌おう、なつかしの歌声！
～童謡・唱歌を中心に～・全�回（緑
が丘公民館�489-4919）昭和の時代を
思い浮かべて。　市内在住または在勤の�
人。先着��人。□時 ��月��日・��月�日
・��日・��日・��月�日いずれも水曜
日の午後�時��分～�時��分　□申���月
��日�から電話か直接同公民館へ
●なかよし広場・親子で楽しくＡＢＣ
リトミック（緑が丘公民館�489-4919）
　��月�日現在�歳か�歳の市内在住

を押し花にして、素敵な作品に仕上げま
す。第�・�木曜日��時��分～��時��分、
緑が丘公民館。入会�����円、月�����
円。小田倉���������
●青墨会　第�・�月曜日��時～��時、高
津公民館。月�����円。斉藤���������
●パンフラワー「すみれ会」　��歳以上が
対象。樹脂粘土で花やブローチを作りま
す。第�・�金曜日��時～��時、福祉セ
ンター。月�����円。広本���������
●たんぽぽクッキング　第�水曜日�時
��分～��時、八千代台公民館。月�����円。
原田��������	
●寿料理教室　原則として��歳以上が対
象。第�水曜日��時～��時、八千代台公
民館。月�����円。森本���������
●草月流生け花「みずき会」　季節の花を
楽しみませんか。第�・�木曜日��時～
��時、八千代台東南公民館。月�����円、
花材�回�����円。笹沼��������	
●絵手紙「花の会つぼみ」　初心者歓迎。
第�・�火曜日��時～��時、勝田台会館。
入会�����円、月�����円。杉尾����������
●すみえ教室　初心者が対象です。第�
・�火曜日��時～��時、大和田公民館。
月�����円。沓内���������
●民謡・尺八　大きな声を出してストレ
ス解消しましょう。第�・�・�木曜日
��時～��時、八千代台北東自治会。月
�����円。齋藤��������������
●書道サークル「書森会」　見学歓迎。第
�・�土曜日�時��分～��時、勝田台公
民館。月�����円。大木��������������
●ウクレレサークル「カウア」　初心者大
歓迎です。第�・�火曜日��時～��時、

　�往診はしません　�服用中の薬、おくすり手
帳があれば持参してください

夜間・休日
急 病 診 療

　市内の医療機関が輪番で当番
医となり救急診療に当たってい
ます。急病のときは、初めに当
番医を受診してください。

�������	
������������
�������	
����������

�����毎日午後�時～��時

������

�電話がつながらないときは市役所���������
　または消防本部���������へ

�������	�����

●夜間急病待機医
　　　　【案内時間】平日 午後�時～翌日午前�時��分
　　　　　　　　　土・日曜日・祝日・年末年始　午後�時～翌日午前�時��分
����������������	
�����������	

●休日当番医
　　　　【案内時間】日曜日、祝日、年末年始　午前�時��分～午後�時
������������������������	

�������������	
���������	

�������������������������

の親子対象。運動靴・飲み物・バスタ
オル・汗ふきタオル持参、運動できる
服装で。先着��組。　□時 ��月�日�午
前��時～��時　□申���月��日�午前�時
から電話か直接同館窓口へ
●はじめてのパソコン・全�回（緑が丘
公民館�489-4919）　ウインドウズＸＰ�
を使って、基本操作やインターネット
などを学びます。市内在住の成人。以
前受講した人はご遠慮を。抽選��人。
□時 ��月��日�・��日�・��日�・��日
�午後�時��分～�時　□費 テキスト代
�����円　□申�往復はがきに講座名・住所�
・氏名・電話番号・返信先を書き、同
公民館〒��������緑が丘�����へ郵送。
一人一通まで。��月��日�消印有効
●はじめての太巻き祭りずし（高津公民 
館�450-0353）　梅の花・四海巻きを
作ります。市内在住または在勤の成人
対象。エプロン・三角きん・ふきん�
枚・巻きす・ラップ・筆記用具持参。
先着各��名。□時 ��月��日�と��日�午
前��時～午後�時（内容は同じ）　□費 
���円、受講決定後、��月��日�までに
同館へ持参　□申���月��日�までに電話
か直接同館窓口へ

●古文書講座・全�回（郷
土博物館�484-9011）
古文書に初めてふれる人

が対象。抽選��人。□時 ��月��日・��月
��日・�月��日・�月��日・�月��日
のいずれも日曜日の午後�時��分～�

時��分　□申�往復はがきに住所・氏名（ふ
りがな）・電話番号・講座名を明記し
〒��������村上������へ郵送。��月���
日�締め切り。電子メール������＠���
���������	����
����でも受付けます。

●八千代の伝承文化を習
おう「ものづくり編・布ぞ
うり」（文化伝承館�458-

1700）　市内在住の成人対象。先着��
人。編み布、鼻緒用布、針金ハンガー、
洗濯ばさみ、はさみ持参。□時 ��月�日
�午前��時～正午　□費 ���円　□申���月
��日�から電話か直接同館窓口へ

●心の健康づくり講座
“ほっ”とコーヒーでここ
ろと身体の元気ｕｐを！

・全�回（男女共同参画センター�48
5-6505）　コーヒーの歴史から入れ方を�
プロから学びます。市内在住か在勤の
成人。先着��人。　□時 ��月��日・��月�
日いずれも火曜日の午前��時～正午　
□費 ���円（�日分）　□申�電話か直接同セ
ンターへ。※�～�歳保育の有。先着
�人まで、要予約
●緑の講習会「どんぐりや落ち葉で、
トトロのストラップをつくろう」（環
境緑化公社�458-6446）　小学校低学
年とその保護者が対象。先着��人。
□時 ��月��日�午前�時��分～��時��分
所村上公民館　□費 ���円　□申���月�日
�までに電話で　※公共交通機関をご
利用ください

緑が丘公民館。入会�����円、月�����
円。浦辺��������	
●健康太極拳「友好会」　太極拳��式・八
段錦・練巧十八法など。見学大歓迎です。
第�・�・�日曜日�時��分～��時��分、
村上東小学校。入会�����円、月���円。
坂口���������
●ペン習字サークル　ボールペン・筆ペ
ン・つけペンの練習をします。第�・�
木曜日��時��分～��時��分、勝田台公民
館。入会�����円、月�����円、テキスト
代���円。山川���������
●ちぎり絵「虹サークル」　和紙をちぎっ
て色紙に貼り、花・静物・風景の絵を製作
します。第�月曜日�時��分～��時と第��
木曜日��時～��時、八千代台公民館。入
会�����円、月�����円。坂倉���������
●さつきコーラス　市内在住の��歳以上
の人が対象です。第�・�火曜日��時��
分～��時、福祉センター。入会�����円、
月�����円。藤原���������
●書道「第二水茎会」　第�・�木曜日
��時～��時、大和田公民館。月�����円。
永野��������������
●殺陣の会　�薙��刀�を含む剣・�槍�・棒を基

なぎ なた やり

本に、型、足運び、着物の着付け、刀の
使い方など。成人男性が対象です。毎週
火曜日��時～��時、八千代台小学校体育
館。入会�����円、月�����円。若林�
�������������

●フルートアンサンブル「アンダンテ」　
年�回の定期演奏会と、病院・施設での
ボランティア演奏。毎週金曜日��時～��
時、八千代台東南公共センター。月�����
円。島田���������

●テニスサークル「オリーブ」　初中級程
度の人。毎週火曜日�時～��時、市内の
テニスコート。入会�����円、月�����
円。佐藤���������
●陶芸「楽の会」　第�・�日曜日��時��
分～��時、村上公民館。入会�����円、
月�����円。吉沢���������
●樹脂粘土工芸「マリアンヌ」　季節の花
やアクセサリーを製作。第�・�月曜日
��時～��時、八千代台公民館。入会�����
円、月�����円。川城���������
●月耀会　七宝焼の基礎を学び、アクセ
サリーや額絵などを創作します。第�・
�月曜日�時～��時、村上公民館。月

�����円。藤井���������
●絵手紙サークル　「楽絵

会」　第�・�金曜日��
時～��時、勝田台公民館。
月�����円。羽根井�����
�����

●社交ダンス「日曜ソシ

アル」　初級。毎週日曜
日��時～��時、八千代台
自治会館・東南公民館。
入会�����円、月�����円。�
関口��������	
●社交ダンス「スパイラ

スダンス」　初級。毎週
金曜日��時～��時、八千
代台自治会館。入会������
円、月�����円。沢����
�����

●押し花クラブ「花から

花へ」　四季折々の草花

�������	
�����������������������
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■あげます　�スワン型ベビーチェア　�アンパンマ
ン補助便座　�ヤマハ電子オルガン
■ゆずります（有料）　�ビードロ花びん　�陶器人形
型電気スタンド　�やちよ幼稚園女子制服（タグ付き、
新品）　�カラーカメラ付きインターホン（未使用）　
�ＤＶＤプレーヤー（録画機能付き）　�アップリカ製
チャイルドシート　�女児服（�����）
■ゆずって（有料）　�バスケット用シューズ（������、
赤色以外）　���インチ子ども用自転車　�ペット用
キャリーバッグ　�ディズニー英語システム（ＣＤ・
ＤＶＤのみでも可）　���インチ女子用自転車
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　ふるさとステーションでは、毎年�月下旬から
�月下旬まで、梨狩り体験を行っています。収穫
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できる梨は、�幸��水�・�豊��水�・�新��高�の�種
こう すい ほう すい にい たか

類で、�月��日は新高を収穫。�組の
家族が参加しました。
　梨園の土屋さんから「黄色で丸く、
大きいものがおいしい」と説明を受け
ると、子どもたちは上を見上げ、目を
皿にしながらおいしそうな梨を探して
いました。梨を採るときはそのまま下
に引っ張らずに、上に持ち上げ、ひね
るように採ります。袋いっぱいに収穫
したあとは、早速試食。「甘くておい
しい」と子どもたちは大喜び。「この

梨狩りには毎年来ています。また来年も参加したいで
すね」と話す参加者もいました。
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　�月��日の敬老の日、市内各地で敬老行事が行
われました。この日は、豊田俊郎市長が���歳長寿
者宅や老人福祉施設など��か所を訪問し、記念品
を手渡しました。今年度市内で���歳を迎えるのは

��人で、���歳以上の人は��人となります。
　最高齢者は���歳の女性で、県内でも一番の長寿。入
居している「愛生グリーンプラザ八千代」の敬老行事で
は、園長から長寿のお祝いに好物のうなぎ引換券がプ
レゼントされ、にっこり。職員の皆さんによる演奏会
や二人羽織など、ステージイベントでも笑顔を見せて
いました。職員の一人は「新聞のコラム欄が好きで、テ
レビも楽しんでいます。朗らかな性格と好物のうなぎ
が長寿の秘けつかもしれませんね」と話していました。
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　色鮮やかで、香
りが高いところが
秋バラの魅力。こ
れから��月にかけ
て見ごろを迎えま
す。京成バラ園で
は、��月��日�ま
でオータムフェア
を開催しています。
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　�月��日～��日、静岡県伊豆市近郊で�日本野球連
盟が主催する「ＡＡ全国中学生ＫＢ野球選手権大会ｉｎ�
伊豆」が開催されました。この大会には県予選を勝ち
上がった��チームが出場。市内の中学校�校から選抜
された選手が集まった「オール八千代」が千葉県代表と
して出場し、初優勝しました。
　　「チームとしての練習時間は短かったけれど、結束
して戦うことができた」と選手たち。小さなチャンス
を生かし、粘りの野球で勝利を収めました。
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この経験を生かし、子どもたちが「頑張ろう」と思え
るような環境を作りたいと思っています。現地では、
たくさんの友だちを作りたいですね。（�月��日出発）
●青年海外協力隊・シニア海外ボランティアを募集

　受付期間は��月�日�までです。詳しくは、ＪＩ
ＣＡ・ボランティア募集選考窓口�������������へ
お問い合わせください。

　派遣国のエジプトでは、ストリ
ートチルドレンへの教育支援や課
外活動の充実が求められています。�
　大学のとき、スポーツ指導やボ
ランティアを通じてたくさんの子
どもたちと触れ合ってきました。

リサイクル・ガイドリサイクル・ガイド
消費生活センター消費生活センター��485-0559485-0559

　

一
首
目
、「
脳
の
襞
に
白
く
こ
だ
ま
す
」
の
下
の
句
は
、
脳
が

無
機
質
に
な
っ
て
行
く
様
な
恐
れ
を
表
現
し
て
う
ま
い
。
二
首

目
、
時
代
の
厳
し
さ
と
多
様
化
す
る
立
場
や
思
想
が
難
し
く
し
て
い
る
核

問
題
。
己
の
生
を
ひ
た
す
ら
生
き
て
い
る
虫
達
。

■
市
民
文
化
祭
短
歌
大
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聴
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無
料
。講
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会「
比
喩
と
オ
ノ
マ
ト
ペ
を

う
ま
く
使
お
う
」も
あ
り
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師
は
小
高
賢（
か
り
ん
）さ
ん
。
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